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安全運行の管理から、 物流システムを支える
青木　謙一さん 運行管理者運行管理者

　運行管理者は事業用自動車の運行には欠かせない
仕事で、安全運行に関するさまざまな業務を行います。
主に運転者の乗務割の作成、休憩・睡眠施設の保守
管理、運転者の指導監督、点呼による運転者の疲労・
健康状態の把握、安全運行の指示などを行っていま
す。運行管理者は、年2回実施される国家試験の合格
者から、営業所ごと車両数に合わせて選任されます。
──運行管理の仕事をするうえで、気をつけなければ
ならないことは。
　物流業界の業務も専門職化、多様化が進んでいま
すが、運行管理者は大きな視野で業務全体を見る必
要があります。乗務割の作成にあたっては、ドライバー
の健康状態も考慮に入れ、道路の混雑状況などを予
測してゆとりを持った乗務割を作成します。安全・確実
に運行できることが最も大切です。
──トラック運送業界に入って良かったと思うのは。
　どんなにIT革命が進んでも、最終的には“モノ”が動
かなければ経済は成り立ちません。物流業には大きな
社会的使命があり、自分たちの仕事が人々の暮らしを

支えていると思うと、やりがいを感じます。毎日の仕事
の中では、やはり荷主さんに「ありがとう」と言われたと
きが一番うれしいですね。
──高校生のみなさんへ、メッセージをお願いします。
　トラック運送業界は、若い人たちの「こんな仕事がし
てみたい」「やってみたい」という気持ちを尊重して、い
ろいろなことに挑戦させてくれる業界だと思います。私
たちもそんな環境づくりに努めていきますので、ぜひチ
ャレンジしてほしいと思います。

ドライバーは、 人と人がつながる仕事
川沼　摂子さん トラックドライバートラックドライバー

　女性の社会進出が進むなか、トラック運送業界でも
たくさんの女性ドライバーが活躍しています。トラック運
送業界では、女性が長く安心して働けるよう、職場環
境のさまざまな改善に取り組んでいます。
──ドライバーになろうと思ったのはどうしてですか？
　机に向かってする仕事より外に出る仕事のほうが自
分には合っていると思いますし、大きなトラックを上手
に運転してみたいとも思っていました。女性だから、男
性だからという条件や偏見のない職場でしたから、「や
ってみたい」という気持ちがどんどん出てきて、ドライバ
ーになりたいと自分から申し出ました。
──ドライバーの魅力とは？
　ドライバーの仕事は、運転するだけではなく、外で多

くの人に出会って人
と人とのつながりが
できていくことが大
きな魅力です。配送
先で「おはよう、が
んばってるね」と声
をかけられると、本
当にやってて良かっ
たと思います。体力
的なハンデはあるかもしれませんが、自分なりにステッ
プアップを目指してこれからも頑張ります。
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